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「ロータリーの可能性を追求しよう」
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イアン H.S. ライズリー
第2580地区ガバナー

吉 田 雅 俊
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東分区副幹事：山本昌之

52th

国際ロータリー第2580地区

クラブ週報城東版

 2018年4月2日 例会報告
点　鐘
ロータリーソング 　　　　　　　『手に手つないで』
ゲストスピーカー　 　　　　　　　　　　　　    2名
ゲスト及びビジター　　　　　　 　　　　　　    1名
会員出席状況  　　 　　  47名中39名(出席率82.98%)
前々回訂正出席率   　　　　　　　　　 　　　100%

 2018/4/9(月)
「 災害への対応と日本の防衛 」
東京地方協力本部  城東地区隊本部
　　城東地区隊長  河北  秀一郎  氏

2018.    4.   16  　第2421回例会

○河北様、卓話よろしくお願い致します。
阿部　豊君・若井一郎君・根本弘道君
細谷貞治君・積田喜一君・佐野一信君
渡辺孝至君・伊藤健一君・鈴木竹敏君

江波戸健治君・池永憲明君

小計￥35,000.-　累計￥2,224,000.-

本日の卓話

次回の卓話

- 来月5月の受付当番 -

鈴村君/田島君/根本君/宮﨑君/村上君
17：30  集合

亀戸天神社  参集殿

「 観藤夜間例会 」

行政書士
こ こ ろ 亭 久 茶  氏

「 落語で学ぶ  相続・事業承継 」

※次週 4/23（月）は「観藤夜間例会」のため、
　移動夜間例会です。

※次々週 4/30（月）は「振替休日」のため、
　例会はございません。
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ＲＩニュース：2018. 3. 1
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世界銀行と国際ロータリーが「国際女性デー」の
イベントを開催
　革新的な人道プロジェクトを実施し、人びとの
生活に変化をもたらしてきた 3人のロータリー女
性会員が 3月 7日、ワシントンD.C. の世界銀行
で行われた国際女性デーにちなんだイベントで表
彰されました。
　世界銀行グループスタッフ協会が主催、国際
ロータリーと投資会社のオッペンハイマーが協賛
するこのイベントは、3月 8日の国際女性デーに
あわせ、今週予定されている多くのイベントの一
つです。イベントの様子はライブ中継され、世界
中で人道奉仕の分野で活躍する女性達がいかに世
界に変化をもたらしているかを紹介しました。世
界銀行南アジア副局長のアネット・ディクソンさ
んがイベントのモデレーターを務めました。
　300 人以上が参加し、何千人もがライブ中継を
視聴したこのイベントで、ロータリー会員のギー
タ・ジャヤラムさん、マリー・イレーネ・リッチ
モンド・アホアさん、ダニエル・デ・ラ・フエン
テさん（いずれもロータリアン）がそれぞれのス
トーリーを紹介。ジャヤラムさんはインドの貧し
い女性にメンタルヘルスのサービスを提供、アホ
アさんは西アフリカでのポリオ撲滅活動に尽力、
フエンテさんは世界の難民児童のエンパワメント
に取り組んでいます。 
　ロータリー世界人道奉仕賞の受賞者でもあり、
ハワードウェスト・ロータリークラブ（米国メリー
ランド州）会員のジャラヤムさんは、自身が設立
したメンタルヘルス・クリニック「マナシ・クリ
ニック」について話し、南インドの 200 以上の
村に住む貧しい人びと約 2,000 人（ほとんどが女
性）に総合的なケアを提供していると語りました。 
　ジャヤラムさんが設立したこのクリニックは、
発展途上国におけるメンタルヘルスの向上に寄与
しており、世界保健機関からも認められています。
クリニックではまた、視力、聴力、老年にともな
う問題に対する治療や職業リハビリも実施してい
ます。2002 年の創設以来、約 600 万世帯がこの
クリニックを利用してきました。 
「女性達は私を家に迎え入れ、自分達のストーリー
を語ってくれるのです。このような女性達に感謝
されることで、私自身も大きなやりがいを感じて
います」とジャヤラムさん。「これこそ、私達にとっ
て大きな贈り物です」
　ジャヤラムさんは、ジョンズ・ホプキンス大学
（米国メリーランド州ボルチモア）医学部の精神
科・行動科学の准教授です。

　アビジャン・ビエトリー・ロータリークラブ
（コートジボアール）会員のマリー・イレーネ・リッ
チモンド・アホアさんは、コートジボアールのポ
リオプラス委員長を務め、現在は、西アフリカに
おける予防接種活動の調整を担当しています。国
際コミュニケーションのコンサルタントとして、
コートジボアールでの国連の取り組みにおいてア
ドバイザーを務めた経験もあります
　アホアさんはまた、2017 年ロータリー国際大
会で、ビル・ゲイツ氏によりそのポリオ撲滅と平
和への献身が称えられました。 
「ボランティア活動は私に幸せをもたらしたと同
時に、涙を流したこともあります。違った視点か
ら世界を見ることができるようになりました」と
アホアさんは語りました。「どんな困難が立ちは
だかろうと、自分達が実施する活動を信じ、適材
適所を実践して、チームを信頼しなければなりま
せん。そうすることで、他者の立場に立って物事
を見ることができ、より多くを達成できるのです」
　最後にアホアさんはこう付け加えました。「私
にとってのご褒美、それは子どもが予防接種を受
けた後の母親の笑顔です」
　コロナド・バイナシオナル・ロータリークラブ
（米国カリフォルニア州）会員のダニエル・デ・ラ・
フエンテさんは、アマル・アライアンスの共同創
設者です。この非政府団体は、社会開発・教育プ
ログラムを通じて世界中の難民児童を支援してい
ます。 
　フエンテさんは、世界で 6500 万人がやむなく
住む場所を追われており、その 77％が子どもで
あると紹介しました。「子どもが夢を持つことが
できない世界を想像してみてください」とフエン
テさん。「私はそんな世界を受け入れることはで
きません」
　ワシントン D. C. にある国防大学に勤務したこ
ともあるフエンテさんは同大学で、中東と南アジ
アの関係向上のために尽力しました。「人の思い
やりが今まさに必要とされています」とフエンテ
さん。「次世代が夢を持つことができない世界な
ど、未来とは呼べません。行動し、変化をもたら
してください。私にとってはそれが難民児童の生
活を改善していくという活動なのです」

（記事：Ryan Hyland）


